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連載ほか

■問2023年Ｇ７サミット推進課（☎025-226-2156）

　　新潟の正月の主役「のっぺ」
　正月によく食べられる新潟の郷土料理の一つ
に「のっぺ」があります。里芋が必ず入るのが特
徴で、そのほかにニンジンやシイタケ、タケノ
コなど、地域によってさまざまな具材を使いま
す。

　　イギリスの正月の過ごし方
　イギリスの正月には、日本のおせち料理のように決まった料理はなく、
初詣や除夜の鐘のような慣習もありません。大みそかに打ち上げ花火を
見て新年のカウントダウンをしたり、みんなで「A

オ ー ル ド
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yne（蛍の光）」
を歌ったりします。
　クリスマスから正月にかけて家
族や友達と楽しい時間を過ごすと
ころは、日本と似ているようです。
※地域によって多少の違いがあり
ます

もっと知りたい！Ｇ７
新潟財務大臣・中央銀行総裁会議開催まで５カ月

2023年５月11日～13日開催
2

視覚に障がいがある人を対象に、「市報にいがた」の点字版・ＣＤ版・デイジー版を発行しています。　申込先県視覚障害者福祉協会(☎025-381-8258)　問広報課(☎025-226-2089)

新潟市への進出企業を紹介

■問企業誘致課（☎025-226-1689）
❻

株式会社東日本技術研究所
（本社：茨城県）

東北支社長　小野 桂一さん

都市の規模・アクセスの良さが決め手
　同社は、企業の受発注・販売・在庫管
理などの事業活動を支える基幹システム
の開発を手掛けています。「ソフトウエア
のニーズが高まる中、新たな事業所の進
出先を探していました。視察で新潟市を
訪れた時、新潟駅周辺で新しいオフィス
ビルが建設されるなど開発が進んでいる
様子を見て、これからまだまだ発展する
都市だと感じました。東京から新幹線で
すぐ行けるのはもちろん、車で移動しや
すいのもありがたいですね」

▲先日、アルビレックス新潟のホーム戦
を観戦したという小野さん。「皆さんで盛
り上がる雰囲気がとても気に入りました。
今から来シーズンが待ち遠しいです」

連載

同オフィス所在地　中央区笹口２
同オフィス設立　2022年３月
同オフィス従業員数
　７人（今年11月時点）

新潟で300人体制を目指す
　小野さんは東北支社長として、本社のある
茨城県日立市や東京、新潟を行き来していま
す。「新潟に来る時は食事が楽しみです。何
を食べてもおいしいですよね。最近はラーメ
ンとたれカツ丼にはまっています」
　現在、受注案件の開発を行っている新潟
オフィスでは、今後システムエンジニアを
300人ほど採用予定とのこと。「同業他社と
も積極的に協力しながら、新潟で開発する
システムを増やしていきたいです」と語って
くれました。

ニイガタで始める。

イギリスの正月（イメージ）イギリスの正月（イメージ）

　Noism Company 
Niigataは、９月から「国
際活動部門」と「地域活
動部門」の２つを活動の
柱とした新体制へ移行
し、山田勇気さん=写真
左=が地域活動部門の芸
術監督に就任しました。
　山田さんは北海道出
身。 こ れ ま で、Noism
のプロフェッショナル選抜「Noism0

ゼロ
」の舞踊家として数多くの公演に出演し

ながら、リハーサル監督として舞踊家や研修生たちの先頭に立って稽古を引っ
張ってきました。
　今後は、地域に根差した活動をさらに充実させるべく、市民向けの舞踊講
座や学校訪問などの事業企画=右記事参照=を担当します。

　舞踊の基本となる体の動かし方など
を体験できます。舞踊経験のない初心
者とレベルアップを目指したい中級者
のクラスがあり、小学生から80歳代ま
で幅広い年齢層の人が参加しています。

　視覚・聴覚障がい者を対象とした体の
動かし方を学ぶワークショップ=写真=や、
子育て支援施設でのパフォーマンスなど
を実施しています。

９月から地域活動部門芸術監督に就任
山田勇気さん

市民のための
オープンクラス

そのほか

　舞踊やNoismを身近に感じてもらお
うと、研修生「Noism2

ツー
」のメンバーが小

学校などで舞踊の実演・体験を行ってい
ます。会場では、子どもたちが集中して
実演を鑑賞したり、声を上げて体験を楽
しんだりする様子が見られます。

舞踊アウトリーチ
（学校・施設訪問）

撮影：篠山紀信

撮影：遠藤龍

　舞踊芸術や劇場文化は、市民の皆さん
と共に発展していくものだと考えていま
す。劇場で舞台を見る・演じるだけでなく、
私たちが皆さんと一緒に体験することで、
より広く、深く舞踊文化を未来につない
でいけると思います。
　舞踊に取り組むことは、身体やそこから
広がる世界と正しくつながる方法を考える
ことでもあります。Noismの地域活動が、
皆さんにとってさまざまな気付きを得ら
れる場になればうれしいです。これからも
多くの人に舞踊の楽しさや奥深さを伝え、
分かち合えていけたらと思っています。

山田さんからのメッセージ

撮影：遠藤龍
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iigata」を３回にわたって取り上げます。
問文化政策課（☎025-226-2560）を探る

スマート
フォンは

こちらから

最終回

市民の皆さんとつながる
Noismの地域活動

■参加者を募集
場りゅーとぴあ（中央区一番堀通町）　定各回先着15人　￥各1,000円
申12月21日（水）からNoismホームページで申し込み

ク ラ ス 名 日 時

バレエ 初級 ２/19、３/26（日）17:30～18:45
中級 ２/19、３/26（日）16:00～17:15

レパートリー 初級 ３/12、４/９（日）17:30～18:45
中級 ３/12、４/９、５/28（日）16:00～17:15

からだワークショップ ５/28（日）17:30～18:45


